
木友之助総長死去

絶
筆
と
な
っ
た
原
稿

（
日
本
経
済
新
聞

朝
刊
ス
ポ
ー
ツ
面
掲
載

）

巻
末
表
紙
に
大
学
葬
の
写
真
を
特
集
し
ま
し
た
。

木
友
之
助
（
た

か
ぎ
・
と
も
の
す

け
）
中
央
大
学
総
長

は
、
二
月
十
日
、
心

不
全
の
た
め
千
葉
県

市
川
市
の
自
宅
で
死

去
さ
れ
ま
し
た
。
享

年
七
十
六
歳
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

（
こ
の
項
、
卒
業
生
号
と

重
複
し
て
い
ま
す

）

死
去
に
伴
う
中
央

大
学
葬
が
、
三
月
十

九
日
に
青
山
葬
儀
所

に
お
い
て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
政
府
は
三

月
十
日
、
故

木
友

之
助
氏
に
従
四
位
勲

二
等
瑞
宝
章
を
贈
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。



木総長

木
総
長
追
悼
文学

長

鈴
木
康
司

平
成
二
年
以
来
十
年
に
亙
っ
て
中
央
大

学
総
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
、

木
友
之

助
文
学
部
名
誉
教
授
が
、
去
る
二
月
十
日
、

心
不
全
の
た
め
、
市
川
の
ご
自
宅
で
な
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
六
歳
。

総
長
と
い
う
職
務
は
、
大
学
だ
け
で
な

く
、
法
人
で
あ
る
中
央
大
学
が
設
置
し
て

い
る
附
属
高
校
や
研
究
所
な
ど
を
統
括
す

る
役
目
で
す
か
ら
、
学
生
諸
君
と
日
ご
ろ

直
接
接
触
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、

木
先
生
が
ど
の
よ
う
な
方
で
、
中
央
大

学
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
大
切
な
存
在
で

あ
っ
た
か
、
こ
こ
で
少
し
ご
紹
介
し
て
、

追
悼
の
言
葉
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
先
生
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三

年
）
東
京
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

父
上
は
大
相
撲
の
名
門
立
浪
部
屋
の
親
方

で
、
不
世
出
の
大
横
綱
と
呼
ば
れ
た
双
葉

山
や
、
同
じ
く
横
綱
羽
黒
山
、
大
関
名
寄

岩
な
ど
を
育
て
ら
れ
た
元
小
結
緑
島
の
立

浪
親
方
で
あ
り
ま
す
。
幼
い
と
き
か
ら
下

町
情
緒
あ
ふ
れ
る
両
国
界
隈
で
成
長
さ
れ

た
先
生
は
、
府
立
三
中
（
現
在
の
両
国
高

校
）
か
ら
旧
制
の
一
高
、
そ
し
て
東
大
へ

と
進
ま
れ
ま
し
た
。
一
高
時
代
の
お
仲
間

で
生
涯
の
友
と
な
ら
れ
た
方
に
三
重
野
康

元
日
銀
総
裁
が
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
は
大

学
で
中
国
古
代
哲
学
を
学
ば
れ
、
昭
和
二

十
五
年
（
一
九
五

年
）
に
中
央
大
学
商

学
部
助
手
と
な
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
に
は
創

設
さ
れ
て
ま
だ
三
年
目
の
文
学
部
哲
学
科

の
専
任
講
師
と
な
ら
れ
、
以
後
の
ご
生
涯

を
一
貫
し
て
中
央
大
学
の
た
め
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
助
教
授
、
三

十
九
年
教
授
と
な
ら
れ
た
先
生
は
、
昭
和

四
十
八
年
文
学
部
長
、
六
十
年
大
学
院
文

学
研
究
科
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
後
、
平

成
二
年
（
一
九
九

年
）
か
ら
同
五
年
ま

で
中
央
大
学
学
長
、
ま
た
学
長
就
任
と
同

時
に
総
長
職
も
兼
任
さ
れ
、
平
成
六
年
四

月
以
降
名
誉
教
授
ご
就
任
以
後
も
総
長
を

務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

木
先
生
の
ご
研
究
分
野
は
先
秦
か
ら

漢
代
の
思
想
に
亙
り
、
特
に
楊
雄
の
思
想
、

著
書
に
つ
い
て
の
論
及
や

塩
鉄
論

に
現
れ
た
桑
弘
羊
の
経
済
思
想
に
つ
い

て

な
ど
の
ご
論
文
は
学
会
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
の
ご
指
導
、

せ
ん
で
し
た
。
総
長
の
重
要
な
任
務
の
一

つ
に
全
国
に
存
在
す
る
中
央
大
学

の

会
、
即
ち
学
員
会
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

各
支
部
を
回
っ
て
中
大
関
係
者
の
結
束
を

固
め
る
役
目
が
あ
り
ま
す
。

木
先
生
は

文
字
通
り
津
津
浦
浦
を
め
ぐ
ら
れ
て
学
員

の
か
た
が
た
の
信
望
を
集
め
ら
れ
、
そ
の

上
韓
国
、
台
湾
の
支
部
を
も
歴
訪
さ
れ
て

中
央
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
立

に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
一
方
、
お
好
き
な
茶
の
湯
や
書
道

で
は
、
他
者
の
追
随
を
許
さ
ぬ
高
い
レ
ベ

ル
に
達
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

木
先
生
を
心
の
師
と
仰
ぐ
卒
業
生
の
な

か
に
、
表
千
家
の
家
元
千
宗
佐
氏
が
お
ら

れ
る
こ
と
、
先
生
の
書
は
学
員
の
誰
も
が

入
手
し
た
い
と
望
み
、
先
生
に
お
願
い
し

て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
直
ぐ
肯
け
る
で

し
ょ
う
。

一
言
で
い
う
と
、

木
先
生
は
中
央
大

学
の
誇
り
で
あ
り
、
我
々
後
輩
教
職
員
に

と
っ
て
は
偉
大
な
兄
の
よ
う
な
存
在
だ
っ

た
の
で
す
。

先
生
は
常
々
、
二
十
一
世
紀
に
は
中
央

大
学
を
日
本
一
の
私
立
大
学
に
し
た
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
後

輩
と
し
て
は
、
先
生
の
こ
の
夢
を
一
歩
一

歩
実
現
に
近
づ
け
る
べ
く
努
力
す
る
他
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
。

ご
薫
陶
を
受
け
た
後
輩
、
哲
学
科
の
教
え

子
は
数
多
く
、
そ
の
誰
も
が
先
生
を
慕
っ

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
一
度
会
っ

た
人
間
な
ら
直
ぐ
に
分
か
る
ほ
ど
の
偉
大

な
先
生
の
人
間
性
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

誰
が
相
手
で
あ
ろ
う
と
暖
か
く
包
み
込
む

よ
う
な
お
人
柄
、
剣
道
や
茶
道
の
深
い
素

養
か
ら
来
る
す
っ
き
り
伸
び
た
背
筋
に
、

颯
爽
た
る
華
の
あ
る
姿
、
外
柔
内
剛
の
精

神
、
人
情
を
尊
ば
れ
、
日
本
酒
を
こ
よ
な

く
愛
し
て
友
人
、
後
輩
、
学
生
の
別
な
く

杯
を
酌
み
交
わ
す
君
子
の
風
格
と
は
、

木
先
生
そ
の
人
だ
っ
た
の
で
す
。

木
先
生
は
、
ま
た
、
中
央
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
永
年
、
剣
道
部
部
長
と
し
て
後

進
の
育
成
に
努
力
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

相
撲
部
に
つ
い
て
は
部
長
職
こ
そ
務
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
名
誉
顧
問
と
し
て

出
島
、
玉
春
日
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
力

士
の
誕
生
に
寄
与
さ
れ
、
更
に
日
本
学
生

相
撲
連
盟
会
長
と
し
て
学
生
相
撲
界
全
体

に
大
き
な
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
更
に
、

学
生
時
代
に
陸
上
競
技
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
箱
根
駅
伝
に
は
殊
の
ほ
か
関
心

を
持
た
れ
、
毎
年
正
月
二
日
、
三
日
に
は

必
ず
読
売
新
聞
本
社
前
ま
で
出
向
か
れ
て

中
大
の
選
手
諸
君
を
激
励
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

先
生
の
活
動
は
学
内
に
と
ど
ま
り
ま


